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令和６年度第１回千葉市環境審議会 議事録 

 

１ 日時 令和６年11月１日（金） 午後３時00分～３時59分 

２ 場所 千葉市役所１階 正庁（演壇あり側） 

３ 出席者 

（出席委員） （対面）岡本会長、桑波田副会長、前野副会長、伊藤委員、笠原委員、 

 鎌田委員、河井委員、下野委員、髙梨（園）委員、唐委員、中間委員、 

 福地委員、堀委員、前田委員、森川委員 

 （オンライン）安立委員、杉田委員、髙梨（元）委員 

（欠席委員） 石井委員、倉阪委員、庄山委員、瀬古委員、柳原委員、渡辺委員 

（事務局） 環境局長、環境保全部長、資源循環部長、環境総務課長、環境保全課長、 

 環境規制課長、環境規制課長、脱炭素推進課長、脱炭素推進課担当課長、 

 廃棄物対策課長、産業廃棄物指導課長 

 司会（環境総務課課長補佐） 

４ 議題等 

（議題） 2023年度千葉市環境基本計画の点検・評価について 

（報告事項） 環境教育関連事業の実績及び実施計画について 

５ 議事の概要 （１）議題について質疑の結果、原案のとおりとすることが適当と認められ

た。 

 （２）報告事項について、報告が行われた。 

 

６ 会議経過 以下のとおり 

 

司会 それでは、ただいまから令和６年度第１回千葉市環境審議会を開催させて

いただきます。 

 委員の皆様方におかれましては、お忙しいところをご出席をいただきまして

誠にありがとうございます。私は、本日、進行を務めさせていただきます環

境総務課の久保と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、初めに開会に当たりまして、環境局長の宮本よりご挨拶申し上げま

す。 

宮本局長 環境局長の宮本でございます。 

 本日はご多用中にもかかわらず、当審議会にご参加をいただきまして、誠に

ありがとうございます。 

 さて、毎年のことになりますけれども、この夏も気候変動が大変大きいとい

うことで話題になりました。全国で猛暑日の日数ですとか熱帯夜の連続日

数など記録の更新が相次ぎ、ここ千葉でも10月後半になって繰り返し夏日
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になるなど、私たち自らが気候変動を感じているというふうな状況でありま

す。 

 また、能登半島で甚大な被害をもたらしました豪雨災害、また、海外でも大

規模なハリケーンの災害など、その要因に地球温暖化の影響があると考え

れば決して他人事ではないと思います。 

 そうした中、本市におきましても以前にも増して環境への取組みを進めなけ

ればならないというふうに認識をしております。本日の審議会では環境基本

計画の毎年の点検・評価などをお示しさせていただきます。委員の皆様に

は、それぞれ専門のお立場からご意見、ご助言を賜りますことをお願いを申

し上げまして、簡単でございますが挨拶とさせていただきます。 

 本日はよろしくお願い申し上げます。 

司会 では、本日の会議につきましてですが、千葉市環境審議会運営要綱の規定に

より、委員の半数以上の出席が必要でございます。本日は委員総数24名のう

ち、15名が来場により、３名がオンラインによりご出席してくださってお

り、合計18名で、半数以上であることから会議は成立しておりますことをご

報告いたします。 

 また、倉阪委員、庄山委員、瀬古委員、渡辺委員、柳原委員、石井委員につ

きましては、所用のため欠席とのご連絡をいただいております。 

 次に、新たに委員に就任された方をご紹介します。 

 一般社団法人日本自動車研究所主任研究員、森川多津子委員でございます。 

森川委員 森川でございます。よろしくお願いいたします。専門は大気環境でございま

す。 

司会 このほか、千葉市議会環境経済委員長 石井茂隆委員、千葉県環境生活部

次長 庄山公透委員が新たに就任されておりますが、本日は欠席のご連絡

をいただいております。 

 続きまして、会議資料について、次第に記載のとおりでございます。 

 なお、資料につきましては、10月29日にメールで配付させていただいたのと

同じものを机上に配らせていただきました。 

 また、画面による資料の共有はいたしませんので、オンラインによるご参加

の方はお送りしてある資料をお手元で参照されますよう、お願いいたしま

す。 

 次に、オンラインでご出席の委員の皆様の留意事項についてお伝えいたしま

す。カメラはオン、また、音声はご発言のとき以外はミュート、無音状態に

していただき、発言時はミュートを解除してお名前をおっしゃっていただい

てからの発言をお願いいたします。 

 最後に、本日の会議ですが、千葉市情報公開条例の規定により、公開するこ

とが原則となっております。また、議事録についても公開することになって
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おりますので、あらかじめご了承いただきたいと存じます。 

 それでは、これより議事に入らせていただきます。 

 ここからの議事の進行につきましては、岡本会長、お願いいたします。 

岡本会長 ただいま紹介をいただきました岡本です。本日は一日、皆様よろしくお願い

をしたいと思います。これからの議事進行は、私は着席をして進めさせてい

ただきたいと存じます。なお、説明をしてくださる皆様も着席をしたままで

結構でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、まず議題の「2023年度千葉市環境基本計画の点検・評価につい

て」です。事務局より説明をお願いいたします。 

環境総務課長 環境総務課の岡本でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、「2023年度千葉市環境基本計画の点検・評価について」、ご説明

いたします。こちら資料１「2023年度千葉市環境基本計画の点検・評価」の

資料をお願いいたします。 

 この点検・評価は、2022年３月に策定し、同年４月からスタートした環境基

本計画を対象としており、昨年、初回の点検・評価を行うに当たり、以前の

計画に対する点検・評価から構成や表現方法を見直しました。その構成や表

現方法を用いて、今回は２回目、その推移等も含めて点検・評価を行うもの

です。 

 

 それでは、最初に、点検・評価の構成からご説明いたします。資料１の表紙

をめくっていただき、目次をご覧ください。 

 環境基本計画の点検・評価資料の構成は、大きく分けて３つの部分からなり

ます。１つ目に「はじめに」ですが、点検・評価の趣旨、方法、概要の３項

目を記載しております。２つ目に「点検評価」ですが、環境の柱ごとに、各

環境の柱、柱に付随する基本目標及び指標の点検・評価を行っております。

最後に「参考資料」ですが、環境の柱４及び５の一部指標についてのデータ

を記載しております。構成については以上です。 

 

 続いて、２ページをご覧ください。 

 まず、「１ 点検・評価の趣旨」の３段落目、「本市においても」と始まる

部分ですが、本計画では、その推進により目指す2032年の千葉市の姿を「望

ましい環境都市の姿：自然や資源を大切に、みんなでつくる持続可能なま

ち・千葉市」として定めるとともに、それを環境の各分野から支える５つの

環境の柱を設定しています。また、５つの環境の柱の達成に向けて、今後取

り組むべき対策を施策の分野別に整理し、17の基本目標を設定して様々な

取組みを進めており、基本目標の達成状況、点検・評価指標の進捗状況につ

いて、毎年度点検・評価を行います。なお、この点検・評価結果は、今回の
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環境審議会への報告とともに、市ホームページ及び環境白書で公表いたし

ます。 

 次に、「２ 点検・評価の方法」ですが、「（１）指標の評価方法について」

をご覧ください。今回の点検・評価では、指標の進捗度を目標の設定方法に

合わせて３つのパターンに分類して、指標の進捗度をＳからＤの５段階で評

価しております。 

 まず、アの「目標が数値として設定されている場合」ですが、計画策定時の

値を基準値とし、基準値、目標値に対して当該年度の実績値がどの位置にあ

るかにより評価を行います。評価区分は、表のとおりです。 

 次に、イの「目標が基準値からの「向上」、「増加」、「減少」として設定

されている場合」ですが、基準値を上回った時点でＳとし、基準値と同じ、

または下回った場合はＤと評価します。 

 次に、ウの「目標が基準値からの「維持」として設定されている場合」です

が、基準値を維持または上回った場合はＳとし、下回った場合はＤと評価し

ます。 

 次に、「（２）各指標の評価の表記について」ですが、次の４要素から構成

されております。 

 １つ目に、表の左部分ですが、計画における目標値、点検・評価年度の現状

値、前年度の数値、基準年度の数値を記載しております。２つ目に、その右

側に直近過去５か年の数値で折れ線グラフを作成し、指標の年度ごとの数

値の推移を示しております。なお、基本は直近４年としておりますが、指標

によってはデータが５年分ないものもあります。３つ目に、指標の進捗度

は、基準値及び目標値に対して現状の進捗度をＳからＤのアルファベットで

示しております。４つ目、コメント欄には、評価年度の取組み、現状の評価、

課題等を記載しております。 

 そして、「（３）指標の評価方法について」ですが、計画全体の評価として

各指標のＳからＤの評価を点数化し、環境の柱ごとに得点及び得点率を示

しています。ＳからＤの点数は、Ｓは５点、Ａは４点、Ｂは３点、Ｃは２点、

Ｄは０点としており、各環境の柱において柱の指標として設定されている指

標については、配点を1.5倍にしております。そして、得点率を基に環境の

柱ごとの進捗度で五角形のレーダーチャートを作成し、計画全体の進捗度

が視覚的に分かるように記載しています。 

 点検・評価の方法については以上です。 

 

 次に、４ページ、５ページは参考資料として、環境基本計画の指標の一覧を

記載しておりますが、説明は割愛いたします。 
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 次に、６ページ、７ページをご覧ください。こちらは、点検・評価結果の概

要を記載しております。ここで、２点ほど資料の修正がございます。本日、

机上配付しました資料には手書きで修正を行っているのですが、資料をお

持ちになられている委員の皆様、また、オンラインでご参加の皆様、申し訳

ありませんが、資料の修正をお願いいたします。 

 １か所目は６ページ中段「千葉市環境基本計画【総評】」の最初の部分、

「2022年度の全体の得点率は48.6％でしたが」という部分についてですが、

数字の48.6を47.5に修正してくださるようお願いいたします。47.5％です。 

 また、２か所目は、ページが飛んでしまいますが37ページです。37ページ中

段の「環境の柱５の指標」の「環境に配慮した行動を自ら実施している市民

の割合」の表の右側ですが、進捗度の前年度の表記について、「前年度：Ｃ」

となっている部分を「Ｄ」に修正してくださるようお願いいたします。 

 これは、2022年部分のウェブアンケート結果の集計の一部に誤りがあり、そ

れを修正したところ、前年度の進捗度の判定に変更が生じたものです。その

結果、これにより影響が生じている部分については今回の修正を行いました

が、この２か所について修正漏れがあったものです。お手数をおかけして申

し訳ありませんが、よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、また６ページ、７ページに戻ってくださるようお願いいたしま

す。 

 まず、記載項目について説明します。ここでは主に次の３つを示しておりま

す。まず、７ページ上部には、各環境の柱ごとに、ＳからＤの評価になった

指標の数、得点、配点及び得点率をまとめた表を記載しております。その下

には、上の表でまとめた得点率を基に作成したレーダーチャート図を記載

しております。 

 最後に、左右のページの下半分に、「千葉市環境基本計画の点検・評価【総

評】」を記載しております。ここでは、計画全体の総評及び環境の柱ごとの

総評を記載しております。 

 

 それでは、2023年度の結果の概要を説明します。 

 改めて、７ページの上部の表、右側のページの上部の表ですが、こちらに

2023年度の環境の柱ごとに、ＳからＤの評価になった指標の数などを記載し

ております。環境の柱１は得点率は55.8％、環境の柱２は34.5％、環境の柱

３は54.6％、環境の柱４は60.7％、環境の柱５は51.1％、全体の得点率は

51.9％となっております。 

 その下のレーダーチャートをご覧ください。2023年度の各環境の柱の進捗

度は、環境の柱２の34.5％を除き、他の柱は50％を上回る進捗度となってお
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ります。 

 最後に、左右のページ下半分の「千葉市環境基本計画【総評】」をご覧くだ

さい。2022年度の全体の得点率は47.5％でしたが、2023年度はそれを上回

り、51.9％となりました。市の施策の着実な推進に加え、各柱に基づく様々

な啓発活動や事業者への呼びかけ等の取組みが市民や事業者に浸透してき

たことで、得点率で換算すると4.4％ですが、2022年度よりも改善したと言

えます。 

 柱ごとに見ますと、柱２以外は改善または現状維持でしたが、柱２のみ前年

度よりも悪化したことから、特に循環型社会の構築に留意して力を入れる

必要があることが分かります。柱２以外の柱でも、一部の指標は悪化してい

るものもあったため、全ての指標で100％を目指していくためには、各種施

策の課題を明確にし、必要に応じて事業の見直しをしていく必要がありま

す。 

 各環境の柱については、後ほど柱ごとに説明しますので割愛いたします。 

 点検・評価結果の概要については以上です。 

 次から、各環境の柱について説明してまいります。 

 

 それでは８ページ、９ページをご覧ください。ここから「Ⅱ 点検評価」と

して、環境の柱ごとに、その基本目標及び各指標の点検・評価を記載してお

ります。初めに、柱ごとのページの構成について、環境の柱１を例に説明し

ます。なお、環境の柱２から５以降も同様の構成になっております。 

 ８ページ、９ページの見開きページは、環境の柱１をまとめたものです。記

載事項としては、まず、左側の上半分に環境の柱１の柱の指標及び基本目標

について簡潔にまとめております。下半分には、環境の柱の総評を記載して

おります。右側９ページ上の「指標の進捗度評価」ですが、環境の柱に含ま

れる各指標のＳからＤの評価及び得点率などをまとめております。 

 次に、この下から、環境の柱の指標の点検・評価を記載しております。それ

に続いて、環境の柱１では10ページの冒頭から、基本目標ごとに各指標の点

検・評価を記載しております。構成については以上です。 

 

 それでは、改めて８ページ、９ページの環境の柱からご説明いたします。 

 計画では、柱１を「地球温暖化対策を推進し、気候危機に立ち向かう」と設

定しており、この達成に向けての基本目標を2つ掲げております。 

 ９ページ上部をご覧ください。「指標の進捗度評価」ですが、柱１全体の進

捗状況としては、ＳからＤの評価から求めた得点の合計は26.5点であり、配

点が47.5満点のところ、得点率は55.8％となりました。環境の柱それぞれに

言えることですが、得点率が100％となることを目指していきます。 
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 ８ページ下の「環境の柱１：総評」をお願いします。柱１全体としては、多

くの指標で目標達成に向けて改善が見られました。しかし、数値は改善の傾

向にありますが、目標値まで大きな開きのある指標が見受けられます。2050

年の二酸化炭素排出量実質ゼロを目指し、「千葉市地球温暖化対策実行計

画」等に基づく温室効果ガスの排出抑制に向けた施策を推進していく必要

があると考えております。 

 そして、９ページ下部をお願いします。各指標の点検・評価は記載のとおり

です。 

 初めに、環境の柱の指標、各分野を代表する定量的な指標として、柱１では

「温室効果ガス排出量」を設定しており、続いて、柱に関連する各基本目標

の点検・評価結果を記載しています。環境の柱１については以上です。 

 

 次に、環境の柱２についてでです。 

 14ページをご覧ください。柱２は、「３Ｒの取組みを推進し、循環型社会の

構築を目指す」と設定しており、３つの基本目標を掲げております。 

 15ページ上段をご覧ください。「指標の進捗度評価」は記載のとおりであ

り、柱2全体の得点率は34.5％となりました。 

 14ページ下の「環境の柱２：総評」をお願いします。一般廃棄物については、

2021年度から新型コロナウイルス感染症の影響で増加傾向にありましたが、

市民、事業者に３Ｒ等の取組みに広く参加いただいたことにより、総排出量

及び焼却処理量が減少しました。一方、産業廃棄物においては、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で縮小していた事業活動の回復を受け、総排出量、最

終処分量ともに基準年度の2019年度より増加しました。循環型社会の構築

のため、引き続き「千葉市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」、「千葉市産

業廃棄物処理指導方針」等に基づく廃棄物の排出抑制、再資源化及び適正

な処理に向けた施策の推進が必要であると考えております。 

 そして、15ページ下部をご覧ください。環境の柱２の指標として、市民１人

１日当たりの一般廃棄物総排出量、それから一般廃棄物最終処分量を記載

し、各基本目標の点検・評価は記載のとおりです。環境の柱２については以

上です。 

 

 次に、環境の柱３についてです。 

 20ページをご覧ください。柱３は、「自然と調和・共存し、緑と水辺の良好

で多様な環境を次世代に引き継ぐ」と設定しており、４つの基本目標を掲げ

ております。 

 21ページをご覧ください。「指標の進捗度評価」は記載のとおりであり、柱

３全体の得点率は54.6％となりました。 
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 20ページ下の「環境の柱３：総評」ですが、生物多様性及び豊かな緑と水辺

を保全していくためには、市民一人ひとりが自然体験の機会を通じて意識

の醸成や理解を深めることが重要です。現状の「生物多様性について理解し

ている市民の割合」、「緑と水辺が豊かだと感じる市民の割合」は６割程度

ですので、より一層イベントの開催や周知等に力を入れていく必要があると

考えております。 

 22ページをご覧ください。環境の柱３の指標として、「生物多様性について

理解している市民の割合」、「緑と水辺が豊かだと感じる市民の割合」を記

載し、各基本目標の点検・評価結果は記載のとおりです。 

 なお、23ページ中段の「緑被率」という項目がありますが、この指標は、計

画策定後の調査が未実施のため、今回の評価からは除外しております。環境

の柱３については以上です。 

 

 次に、環境の柱４についてご説明します。 

 28ページをご覧ください。柱４は、「健やかで快適に安心して暮らし続けら

れる環境を守る」と設定しており、５つの基本目標を掲げております。 

 29ページ上部をご覧ください。「指標の進捗度評価」は記載のとおりであ

り、柱４全体の得点率は60.7％となり、５つの柱の中で最も改善が見られま

した。 

 28ページ下の「環境の柱４：総評」では、柱の指標の環境目標値の総合達成

率はおおむね横ばいの結果となりましたが、全体の得点率は地下水及び騒

音の改善や、ＰＲＴＲ法による化学物質届出排出量の減少等により向上し

ました。しかし、大気及び水質においては少々悪化が見られたため、さらな

る施策の推進が必要です。 

 30ページをご覧ください。基本目標に関連した各指標の点検・評価は記載の

とおりです。 

 なお、30ページ中段「大気環境目標値（生活環境項目）達成率」ですが、こ

の指標は降下ばいじん量を基に算出している指標であり、2022年から評価

基準を変更しております。2021年度までは、月間値の年平均値が１km2当た

り10ｔ以下であり、かつ月間値が１km2当たり20ｔ以下としていましたが、

2022年度からは、月間値で１km2当たり10ｔ以下と、従来の評価基準から厳

しくする見直しを行いました。このため、2022年度は達成率が90.6％と低下

しておりますが、見直し前の基準で見た場合は、2022年度の値は100％に相

当します。また、この指標については評価基準が変更になっているため、グ

ラフの線を2021年度から2022年度の間はつなげずに表記しております。環境

の柱４については以上です。 
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 最後に、環境の柱５についてご説明します。36ページをご覧ください。 

 柱５は、「みんなで環境の保全・創造に取り組む」と設定しており、３つの

基本目標を掲げております。 

 37ページ上部の「指標の進捗度評価」は記載のとおりであり、柱５全体の得

点率は51.1％となっております。 

 36ページ下の総評では、柱５の全体としては、計画策定時と比較し改善が見

られます。環境の柱５は環境の柱１から４の土台となる重要なものです。一

人ひとりが自分のこととして環境問題を正しく理解し、解決に向けて協働

していけるよう、様々な環境学習の参加機会を提供するほか、各主体間の

パートナーシップを構築し、環境活動のネットワーク化を支援していく必

要があると考えております。 

 次に、37ページ中段の柱の指標として、「環境に配慮した行動を自ら実施し

ている市民の割合」、「環境に配慮した行動を自ら実施している事業者の割

合」を記載し、各基本目標の点検・評価は記載のとおりです。柱５の説明は

以上です。 

 以上で、「2023年度千葉市環境基本計画の点検・評価結果」の説明を終わり

ます。 

岡本会長 説明どうもありがとうございました。 

 それでは、ただいまの事務局の説明につきまして、委員の皆様方より質問あ

るいは意見等がありましたらば、お願いをいたします。発言を希望される方

は挙手をお願いしたいと思います。ウェブで参加されている方はミュートに

して、事務局に発言したい旨伝えてください。 

 先生方、いかがでしょうか。お願いします。 

堀委員 公募市民の堀と申します。よろしくお願いします。 

 柱３と５に言えることかと思うんですけれども、どちらも生物多様性に関し

て市民一人ひとりの意識を上げる必要があるというのを３に書いてありま

すし、５に関しても一人ひとりが環境問題を自分ごととして捉える必要があ

るということが書かれているんですけれども、その取組みとして市民の意識

を上げるのにどんなことを考えていらっしゃるのかなというのを、具体的に

どんなことを施策として考えておられるのかというのをお聞きしたいのと、

こちらからの提案として、まだ全国の都道府県において導入されている事例

はあまり多くないんですけれども、例えば市内の小中学生に向けたラーケー

ション休暇というか、学習を目的としたオフィシャルな休みを小中学生に与

えて、茨城県のページとかを見ると５日間まで取れるみたいなのがありまし

たけれども、そんなものを通じて、例えば親子で休みを取って、里山に行く

でもいいですし、大きな公園に行くでもいいですし、清掃工場に行くでもい

いんですけれども、もしかしたら教育委員会とのちょっと協議が要るかもし
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れませんけれども、何かそんなものがあってもいいんじゃないかなというこ

とを考えましたので、質問と意見が両方になってしまいましたが、以上で

す。 

岡本会長 事務局より回答をお願いします。 

環境総務課長 初めに、市民の意識を上げるにはどんなことを考えているかということです

が、今回の報告事項２で環境教育の一覧として挙げさせていただいているも

のが100件近くあるんですけれども、それらについて、さらにこれを参加者

を増やす、またはいろいろなイベントなどを新たなものを考えていくといっ

たことを含めて、全体の意識のレベルの底上げを図っていくということは

行っております。 

 また、外部等の新たな情報を、ほかの自治体であり、また国等であり、様々

な好事例等を集めて、その実施、検討について考えていきたいと考えており

ます。 

岡本会長 次に、２点目についての回答をお願いします。 

環境保全部長 ご提案のほうの意見についてですけれども、小中学生のカリキュラムはいろ

いろ忙しい状況にありますので、簡単に確保できるのかという部分は課題と

してあるんですけれども、堀委員のおっしゃるとおり、小中学生、若い人た

ちからこういった形の環境学習を学んでいくということは非常に重要だと

考えておりますので、今でも小学校向けに環境学習の教本を作ったりして、

それで学んでいただいていたりはしておりますので、そういった一環でご提

案についてはまた今後の課題として検討していければと思います。 

 以上でございます。 

堀委員 ありがとうございます。 

岡本会長 説明ありがとうございました。 

 ほかの先生方、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

中間委員 委員の中間です。私は他の自治体で農業委員をやっておりまして、ちょっと

気になる記載がありました。24ページの特定外来生物の防除数というとこ

ろについてちょっと言及させてもらいます。 

 2023年の数値は従前のトレンドを引き継いで増加というところですけれど

も、その要因は若葉区での集中捕獲事業の実施に伴い捕獲数が大きく増加

した。アライグマ用捕獲ワナを追加購入しているところ、増基分を上回る

ペースで捕獲実績が増えているというところで、必要に応じて捕獲用ワナを

投下したら、そのペースよりもさらに結果が増えているというところだと思

います。やはり環境で特定外来生物の防除というところで、従来の特に保護

すべきというふうにされている生物であったり、環境を保護するための取組

みは重要だと思うんですけれども、これは環境のみならず農林業にも関わっ
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てくるところですので、これによる取組みは広く、環境保護のみならず農林

業の振興においても重要な結果をもたらすものというふうに思いますし、千

葉よりも南の自治体ではやはり特定外来生物であるとか、農家から見ての

害獣による獣害が深刻化しているので、ぜひともこういうふうな集中捕獲事

業を実施していたり、ワナの新規導入を進めているのであれば、これを加速

してほしいな、ぜひとも予算をつけてあげてほしいなというのは、委員とし

て思うところです。 

 以上です。 

岡本会長 事務局より回答をお願いします。 

環境保全課長 環境保全課の木下です。今のご質問なんですけれども…… 

中間委員 ほぼ意見なので、大丈夫です。 

環境保全課長 すみません。生活被害だけでなくて、農産物の被害というようなところも非

常に重要なところになってきております。市内部においても、農業部門の部

署と連携してこの集中捕獲、今年もこの特定外来生物ではないんですけれ

ども、例えば有害鳥獣として位置づけられているイノシシ、こちらのほうに

つきましては、まさに今、若葉区、緑区で集中捕獲等を連携して行っている

最中でございます。お互いに連携していかないとなかなかこの駆除というも

のは進んでいかないというふうに考えておりますので、これからも両局で密

にして対応を図っていきたいと思っております。 

 以上です。 

岡本会長 説明、ありがとうございます。 

 先生方、よろしいでしょうか。どうもありがとうございます。 

 ほかの先生、いかがでしょうか。前野先生、お願いします。 

前野副会長 前野でございます。この23年度の点検・評価結果ですので、特に私は申し上

げることはないんですけれども、次年度に向けての質問というよりコメント

だと思いますけれども、させていただきたいと思います。 

 一つは、やはりZEHのレベル以上の住宅割合とか、あるいはZEB Readyレベ

ル以上の建築物割合、これが進捗度がなかなか上がらないということでござ

いますので、10ページ、11ページの辺りなんですけれども、ここに関しては

やはり新築だけに補助を考えているとなかなか難しいということで、恐らく

これは地震に向けた耐震工事に対して壁の補強、改修をする可能性があり

ますので、壁補強をするときに関東地区の断熱レベルよりはむしろ上げて、

東北、北海道地区の断熱レベルにした場合に何らかの形で補助ができるの

ではないかと私自身は考えておりまして、そういう方向でまた検討していた

だくと、次年度以降のいろんなことに反映できるかなと思っております。 

 また、ZEB Readyのほうもやはり工場の屋根がなかなか難しくて、工場屋根

というのは非常に弱くて、なかなかいろんなことができないんですけれど
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も、やはり高断熱化を図るとか、あるいは何かの形で強度化をすると。理想

的にできれば太陽光パネルを載せるぐらいまで強度化できればいいんです

けれども、それは相当難しいことなんですけれど、そういうことをすると産

業のほうにかなりいいことができるのではないかと思っておりますので、今

後の検討でやっていただければと思います。 

 また、柱の２のほうで、15ページぐらいですけれども、廃棄物の総排出量が

なかなか上がらない。これは木くずで大分よくなったと、木くずの回収です

ね、これはよくなったと思うんですが、恐らく今後、太陽光パネルのリサイ

クル、あるいはサーキュラーエコノミー化をどうするのかということで、今

から少し視野に置きながらご議論いただければ、数年たつと2030年頃には太

陽光パネルのリサイクル化が多分問題になってくると思いますので、今から

それに備えていったほうがいいのではないかと思われます。 

 あとは、もう１点あった。環境の柱の４ですけれども、いわゆる環境目標値

の総合達成率がなかなか、いいことはいいんですけれども、進捗度がＣとか

Ｄとか、そういったところがありますので、特に水質環境に関しましては今

なかなか難しいところがあると思うのですけれども、これから問題になって

くるであろう例えばマイクロプラスチックの問題、それからＰＦＡＳ、有機

フッ素系の水質の問題に関しましては基準がまだないので、大学あるいは学

識のある方と、専門の方と検討しながら、これから先行きの対策を立てて

いっていただけると、24年度以降の報告に反映できるのではないかと思って

おります。 

 以上です。ありがとうございました。 

岡本会長 コメント、提言、質問、ありがとうございます。 

 事務局より回答をお願いします。 

脱炭素推進課長 脱炭素推進課の近澤です。ご意見ありがとうございます。 

 まず、ZEH、ZEBの住宅の割合についてですが、前野副会長がおっしゃるよう

に、なかなか上がっていないのが現状となっております。このあたり、国の

補助金の動向も見ながら、前野副会長がおっしゃられた耐震工事なども含

めて、県とも相談しながら、どういう補助がいいのか検討していく上での参

考にさせていただきたいと考えております。 

 太陽光パネルのリサイクルにつきましては、現在、国のほうでいろいろ考え

ているところで、来年の国会に提案されるような報道もあったように記憶し

ております。そのあたりを踏まえ、千葉市としてもどのような形で力を入れ

ていけばよいか検討してまいりたいと考えております。 

 以上となります。 

岡本会長 お願いします。 

環境規制課長 環境規制課の工平と申します。よろしくお願いいたします。 
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 基本目標４のところですけれども、確かにご指摘のとおり進捗度がＤという

ものが何個かございます。基準年度と比べてその数値的には前後する、なか

なか劇的によくなるというところへいかないというところで、Ｄになってし

まうという年が出てきてしまいます。これにつきましても発生源等のほうを

指導監督しつつ、粘り強く仕事をして、少しでも数値がよくなるように努め

ていきたいと思います。 

 また、ＰＦＡＳのご質問があったかと思うんですけれども、ここの環境基本

計画にはＰＦＡＳの結果というものは反映はされていません。そうですけれ

ども、千葉市におきましてＰＦＡＳの数値につきましては、前年度につきま

しては指針値より全地点で下回っている状況です。 

 以上となります。 

岡本会長 先生、よろしいですか。もし追加のコメントがあればお願いします。 

前野副会長 もともと数値が高いレベルで評価されているので、これは特に問題があると

いうことではなくて、将来の起きる地震に備えて市としても少し検討してお

いていただければ、何かあったときにすぐに対応できる、あるいは事前に何

かができるということかなと思いましたので、コメントさせていただきまし

た。ありがとうございます。 

岡本会長 どうもありがとうございます。 

 ほかの先生方はいかがでしょうか。お願いします。 

下野委員 ちょっと教えていただきたい項目がありまして、基本目標５－１のほうで

「環境教育を通じて主体的に環境保全活動に取り組む人材を育成する」、

人材育成ってすごく大切だなと感じているところなんですが、この環境教育

に関する事業は、2021年、22年、23年とコロナが明けて伸びているにもかか

わらず、前のページの環境の柱の５の指標とか、「環境に配慮した行動を自

ら実施している市民の割合」とかは減っているという状況で、人材育成の事

業が増えているにもかかわらず、それがうまく反映されていないというよう

な原因というか、理由というか、改善点とかがありましたらお教えくださ

い。 

岡本会長 事務局より回答をお願いします。 

環境総務課長 環境総務課、岡本でございます。ありがとうございます。 

 各種取組みは行っております。また、新しい事業等も行っているところでは

あるんですが、例えば初年度は多くても、重ねているうちに減ってしまうと

いったことが中にはある。そういったものがあるのでということです。なか

なかどうしても参加者が固まって固定化されて、あるいは高齢化していくと

いったこともあるのも事実ですので、この啓発方法、これまでなかった媒体

等を使って開催を促していく、また直接声をかけていくといった形で実際の

参加者を増やしていきたいと考えております。 
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 以上です。 

岡本会長 先生、よろしいでしょうか。どうもありがとうございます。 

 ほかの先生方、どうでしょう。お願いします。 

森川委員 森川です。細かいんですけれども、柱の４のところで、低公害車の普及率と

いうのがございまして、非常に高い数値だなと思っており、これは千葉市の

車両が全て対象なんでしょうかというのが１つと。あと柱の１のほうにＺＥ

Ｖの導入台数というのがございまして、これは低公害車に含まれてカウント

されているのかなと思いまして、お聞きしたいと思います。 

岡本会長 お願いします。 

環境規制課長 低公害車普及率におきましては、千葉市で登録された台数の割合となって

おります。ＺＥＶも含まれています。 

森川委員 すごく高い数字で、よいなと思いました。ありがとうございます。 

岡本会長 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

 今日は時間も限られておりますので、また、各先生方は部会に所属をしてお

られますので、部会の中の議論でさらに一層内容を深めることもできるかと

は思いますけれども、自分の所属していない部会で担当するような項目があ

るかもしれませんので、そのような場合は事務局のほうに、後から気がつい

た点の意見、質問があれば、事務局にお寄せいただいて、それぞれの部会で

適宜それについて今後審議をして、将来よりよい計画になるように事務局で

対応していただければと思うんですが、皆様方、そういうことでよろしいで

しょうか。 

 （「異議なし」の声あり） 

岡本会長 それでは、いろいろご意見を頂戴しまして、今後我々としても検討していか

ないといけない項目もありますが、おおむね事務局の報告は了承されたとい

うふうに考えております。 

 今後どのようにこれから進めていくかということについて、事務局より説明

をお願いしたいと思います。 

環境総務課長 何点かご質問いただきましたが、資料自体の修正は不要かと思われましたの

で、このまま確定させて、後日、市ホームページで公開したいと思います。 

 また、委員の皆様には点検・評価結果を掲載した環境白書を、年明けをめど

に送付させていただきたいと存じます。 

岡本会長 どうもありがとうございました。 

 それでは、続きまして、報告事項に移りたいと思います。 

 報告事項「環境教育関連事業の実績及び実施計画について」、事務局より説

明をお願いいたします。 

環境総務課長 それでは、環境教育関連事業の状況について、資料２－１及び資料２－２に

より説明させていただきます。 
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 本市では、持続可能な社会の実現に向けて環境教育等を推進するため、環境

教育等の方向性を示した「千葉市環境教育等基本方針」を令和３年９月に

策定しました。また、令和４年４月１日付けで改定が行われた「千葉市の教

育に関する大綱」の「重点的に取り組む項目」に、持続可能な開発のための

教育を踏まえた「環境教育の推進」が新たに記載されるなど、環境教育の重

要性は高まっております。 

 そのような中、環境教育を計画的、効果的に推進するため、本市が行う環境

教育関連事業の点検を行い、2023年度の実績及び2024年度の実施計画を取

りまとめましたので、この場で報告させていただきます。 

 報告に移る前に、「千葉市環境教育等基本方針の概要」について簡単にご説

明させていただきます。資料２－１のほうの１（１）をご覧ください。 

 環境教育等基本方針では、環境教育を「持続可能な社会の構築を目指した

環境の保全に関する教育及び学習」と捉えており、教育の視点に加え、自ら

学ぶ学習という視点についても重視しております。また、環境教育は社会・

経済問題と密接に関連しておりますので、本方針には「世代・分野を超えた

協働での取組み」、「体験活動を通じた主体的・対話的で深い学び」、「持

続可能な社会の実現に向けた人材育成」、「ＩＣＴ等の積極的な活用」の４

つの方向性を定めております。 

 また、家庭、学校、地域、事業者、行政など、あらゆる主体が役割を認識し

て、連携を図りながら取組みを推進するために、それぞれの役割を整理する

とともに、本市が展開する施策について明示しています。そして、計画期間

の2021年度から2032年度の12年間、本方針に基づいた取組みを行っていき

ます。 

 次に、２の「2023年度の実績及び2024年度の実施計画総評」についてです。 

 環境教育関連事業の2023年度の実績及び2024年度の実施計画の事業数は、

この資料の裏面の一覧表に掲載いたしました。前年の令和５年度の環境教

育関連事業の実施事業は95事業でしたが、申込みがなく実施できなかった

ことなどの理由により、実施実績は92事業となりました。今年度は事業の見

直し等により廃止または終了した事業がありますが、新規の事業もあり、環

境教育関連事業は93事業を予定しております。 

 

 各事業の詳細については、資料２－２に記載のとおりです。時間の制約もあ

りますので、一つ一つの説明は割愛させていただきますが、2023年度、2024

年度に新たに実施した事業を幾つか紹介させていただきます。 

 まず、１枚目の1-11、絵がついているところの「環境キャラクターコンテス

ト」です。市内の中学生に考案していただいた103の作品の中から優秀作品

８つに絞り込み、市民投票の結果、最優秀賞となったキャラクターが、この
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表の中に絵をお示しした「エコ葉」です。この「エコ葉」は同年度に作成し

たNo.1-2、ここの２つ目に載っているもの、「環境施策のＰＲ動画」にも早

速登場するなど、本市の脱炭素推進のキャラクターとして幅広く活躍させ

ております。 

 次に、左側のNo.1-18というところの「イベントを活用した域内エネルギー

循環の創出」ですが、これは2023年度に開始した事業です。X Gamesは、ス

ケートボードやＢＭＸなどのアクションスポーツの世界レベルの競技会で

すが、そのようなイベントの場で、割りばし等の回収を通じて、多くの来場

者にエネルギー循環の取組みに関わっていただいています。今年は表に記載

した2つのイベントのほか、ジェフユナイテッド市原・千葉のＳＤＧｓイベ

ントと、稲毛区民祭りでもこの事業を実施しました。 

 次に、No.2-6の「谷津田等をフィールドとした小学生向け現場体験&出張授

業」です。現場体験と出張授業を組み合わせて実施することで、生物多様性

への児童の理解度が従来以上に高まることを期待しております。これは今

年度開始の事業で、まだ１クラスしか実施していませんが、来年度以降は実

施校を増やしていくことを予定しています。 

 もう１つ、No.2-10の「植樹体験」です。令和５年度に開始した事業で、令

和６年度は先週の土曜日、10月26日に若葉区の泉自然公園で実施しており

ます。これは人気の高い事業で、定員を超える申込みをいただき、抽選の結

果、午前中は桜の植樹、午後はドングリのなるブナの植樹でそれぞれ15組、

合わせて30組、82人のご家族を対象として実施しました。 

 

 ここで、資料２－１のほうに戻っていただいて、下のほう、最後に「３ 今

後の方向性」ですが、現在、環境学習重点実施校において、民間企業と連携

した出張授業の機会を設けたり、また、市内大学に民間企業と行政が出向

き、環境に関するディスカッションやワークを実施するなど、あらゆる主体

間での連携に力を入れております。環境への意識醸成や行動変容はあらゆ

る世代に必要であると認識しているところですが、特にこれからの時代を担

う人材育成に向けて、幼少期から学生へのアプローチは重要かつ必須なも

のと捉えています。引き続き、あらゆる機会の創出に取り組んでいきたいと

考えております。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

岡本会長 説明ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの事務局からの説明につきまして、委員の皆様方よりご

意見、質問等、頂戴したいと思います。発言を希望される方は挙手をお願い

します。ウェブ参加の方はミュートを外して、事務局にその旨、伝えてくだ

さい。 
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 先生方、いかがですか。もしご意見がなければ、これは報告ということなの

で、皆さん、ご了承いただけたというふうに判断をして、先に進めさせてい

ただきたいと思います。 

 これをもちまして、本日の議事は全て終えることができました。 

 事務局に進行をお返しいたします。連絡事項などがあればここでお願いした

いと思います。 

司会 岡本会長、ありがとうございました。 

 本日の議事録につきましては、会議の冒頭でお知らせしましたとおり、公開

することとなっております。事務局にて案を作成後、委員の皆様に確認して

いただきまして確定し、市のホームページで公表させていただきます。 

 続いて、本日この後の会議のご連絡です。 

 先にご案内していますとおり、この後、「環境総合施策部会」及び「環境保

全推進計画部会」を開催いたします。「環境総合施策部会」はこちらの間仕

切りの後ろ、向こう側のお部屋で、「環境保全推進計画部会」は引き続きこ

ちらのお部屋で開催いたします。会議の準備がございますので、一旦休憩を

挟みまして、16時10分から開始させていただきます。 

 「環境総合施策部会」部会員の皆様には、恐縮ですがお部屋のご移動、一旦

扉を出ていただいて、ご移動をお願いいたします。また、「環境保全推進計

画部会」の部会員の一部の方には座席のご移動をご案内いたしますので、ご

面倒をおかけしますが、よろしくお願いいたします。 

 また、オンライン参加の方、「環境保全推進計画部会」の部会員の皆様は、

そのままログイン状態を維持していただき、開始時間16時10分には端末前

にお戻りいただきますよう、お願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして、令和６年度第１回環境審議会を終了いたしま

す。委員の皆様、ご協力ありがとうございました。 

（閉会） 

 


